
 
 

特別の教科 道徳 

 

 「特別の教科 道徳」について、以下の観点に基づき、発行社ごとに教科書を調査・研究した。 
 
選定の観点 

 
１ 発達段階に即した学習のねらい・目標や適切な振り返り活動の設定など、生徒が道徳的な成長

を実感でき、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を身に付けられるよう工夫・配慮がなされ

ていること。 
 
２ 道徳的価値について広い視野から多面的・多角的に考えられるよう、生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むための言語活動や問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習等の多様

な指導方法が工夫され、「考え・議論する道徳」の学習活動が展開しやすいこと。 
 
３ 教材に応じて、読み物資料に加え、多様で適切な挿絵や写真等が豊富に用いられるとともに、

生徒が特定の見方や考え方に偏ることなく、多様な見方や考え方ができるよう工夫・配慮がなさ

れていること。また、ＩＣＴ機器の活用も含め、個別最適な学びと協働的な学びを展開しやすい

ように工夫・配慮されていること。 
 
４ 生命の尊厳、社会参画、自然、伝統と文化、先人の伝記、スポーツ、情報化への対応等の現代

的な課題等を題材とし、生徒が物事に対して多様な考えをもつことができたり、感動を覚えたり

するよう工夫・配慮がなされていること。 
 
５ 生徒が人権の重要性を学び、また、道徳的な問題において、悩みや葛藤等の心の揺れ、人間関

係の理解等の課題も含め、深く考え、人間としての生き方について考察できるなど、基本的人権

の尊重の精神及びよりよく生きる喜びや勇気をもてるよう工夫・配慮がなされていること。 
 
６ 系統的・発展的に学習しやすい教材構成であることに加え、他教科等の学習内容との関連や現

代的な教育諸課題との関連が想起しやすく、また他校種との接続や家庭・地域との連携について

も工夫・配慮がなされていること。 
 
７ 表記、表現、写真、図表等が適切かつ正確であることに加え、ユニバーサルデザインの観点か

ら、文字フォント、色の使用、紙面の構成等において見やすく読みやすいよう工夫・配慮がなさ

れていること。また、再生紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされている

こと。 
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特別の教科 道徳 

 
調査研究の結果の概要 

 
■東京書籍「新編 新しい道徳１」「新編 新しい道徳２」「新編 新しい道徳３」 

各学年の巻頭に漫画を用いた実際の授業場面が紹介されているのに加え、１つめの教材の最後に

は「学習の流れ」として、その教材の発問を取り入れながら具体的な授業の流れのステップが示さ

れているため、生徒が道徳科の授業の目的や流れを確認し、自分の考えを深めるイメージをもちや

すい。また、各教材では、生徒に投げかける表現でテーマが示されるとともに、各教材末には、中

心発問である「考えよう」、「見つめよう」の２つの発問と合わせて「ぐっと深めよう」が用意され

るなど、考えをより深められるようよく工夫されている。 

各学年に、２時間連続した問題解決的な学習や、役割演技等の体験的な学習を行う「plus」が複

数用意されており、役割を演じて考えを伝え合うだけでなく、それぞれの立場で問題解決的に考え

ることで深い学びへと向かえるよう、よく工夫されている。また、詩・歌、格言等、教材に関連す

る資料等が幅広く「plus」で紹介されていたり、多様な見方や考え方を促すため、同じ視点の内容

で異なる教材が連続して複数配置されていたりするなど、生徒が幅広い視野から、より深く考えら

れるよう、よく工夫されている。 

切り取って使用する「心情円」が用意されており、自分の考えを表し、対話する活動につなげら

れるよう工夫されている。また全学年で、コラム「探究の対話ｐ４ｃ」として、対話を通して他者

と問いを共有し、様々な視点から考えを深めていく活動が掲載されていたり、教材「道徳×防災」

では、立場を分けて議論する活動が設定されるなど、「考え・議論する道徳」の学習活動が展開し

やすいようよく工夫されている。 

教材に関して、現代的な課題については、ユニット「いじめのない世界へ」と「いのちを考える」

を全学年に設けている。イラスト・読み物・漫画教材を通して生徒が多面的・多角的に考えられる

よう工夫されている。「いのちを考える」のユニットでは、いのちについて多様な考えをもてるよ

うに３つの教材を配置しており、「plus」等も含め、全体として感動を覚えるような工夫がされて

いる。また、人間としての生き方を考える教材については、お釣りの間違いを指摘しなかったとき、

誤答だったが答案に丸がついていたときなど、身近な場面設定で自分を振り返った後、別の教材に

つなぐことで、生徒が人間の弱さや醜さに向き合い、よりよく生きることについて、重層的に考え

られるようよく工夫されている。 

 

■教育出版「中学道徳１ とびだそう未来へ」「中学道徳２ とびだそう未来へ」 

「中学道徳３ とびだそう未来へ」 

各学年巻頭の「さあ、道徳を始めよう！」では「問題に気づく」、「考え、話し合う」、「深める」、

「つなぐ」の４つの学習の流れが示されており、生徒が道徳科の授業のイメージをもちやすい。ま

た、各教材の冒頭に、学習のねらいの意識付けを行うための導入文が疑問文の形で示されるととも

に、各教材末の「学びの道しるべ」には、道徳的価値の理解を深め、自己を見つめる発問が３問用

意されており、導入文と併せて連携させることで、生徒が考えの変化を実感しやすく、段階的に考

えを深められるよう構成されている。 

各学年に、問題解決的な学習や、「やってみよう」では話し合い活動や役割演技等、体験的な学
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習が複数設けられており、生徒が日常の体験を想起しながら、多様な指導方法を用いて、考えを深

められるよう工夫されている。 

本教材と同じ内容項目を異なる視点から扱う読み物資料など、補充教材が各学年に５本用意され

ていたり、現代的な課題をテーマとするコラム「ひろば」が適宜配置されているなど、生徒の多様

な見方や考え方を促し、より深く考えられるよう工夫されている。 

各学年の巻頭の「さあ、道徳を始めよう！」では、学習の流れと共に、生徒が意見を出し合うイ

ラストが掲載されるなど、他者との話し合いの中で自分の考えを深めることがイメージでき、生徒

が主体的・対話的に学習に取り組めるよう工夫されている。 

教材に関して、現代的な課題については、「いじめをなくそう」、「いのちをかがやかせる」をテ

ーマとし、複数の教材とコラム「ひろば」を組み合わせたユニットを設定している。「いのちをか

がやかせる」のユニットでは、生徒が問題の本質について多面的・多角的に考えを深める中で、感

動を覚えられるように工夫されている。また、人間としての生き方を考える教材については、亡く

なった父が子どもに残した手紙を題材にした教材や、震災からの復興をテーマにした教材、震災で

母を亡くした少女が強く生きようとする姿から悩みを乗り越えた先にある、よりよく生きる喜びに

ついて考える教材等が配置されるなど、生徒がそれについて深く考えられるよう工夫されている。 

 

■光村図書出版「中学道徳１ きみが いちばん ひかるとき」「中学道徳２ きみが いちばん ひか

るとき」「中学道徳３ きみが いちばん ひかるとき」 

各学年の１つ目の教材「道徳の学習を始めよう」と２つ目の教材「道徳で大切にしたいこと」で

は、道徳科での学習方法や考えの深め方が示されており、自分の考えを深める手立てとなるよう工

夫されている。また、題材の最初に内容項目が提示され、各教材に関する発問の後には、「見方を

変えて（多面的・多角的な見方・考え方）」、「つなげよう（学びの広がり・深化）」が、分かりやす

く区別して設定されており、段階的に考えを深められるようよく工夫されている。 

各教材の「手引き」のうち、問題解決的な学習や役割演技を促す「チャレンジ」が複数用意され

ている。「演じて考えよう」の手引きでは、吹き出しの空欄に言葉を入れて演技をすることで、気

持ちを考えることを通して生き方を考えられるよう工夫されている。 

各教材の発問「見方を変えて」、「つなげよう」では、他教材との比較・関連といったアプローチ

から学習した内容を多面的に考察することが提案されていたり、現代的な課題について学びを広げ

る教材「まなびをプラス」が用意されているなど、生徒の多様な見方や考え方を促し、より深く考

えられるよう、よく工夫されている。 

各学年の１つ目の教材「道徳の学習を始めよう」では、他者と学ぶことの大切さについて分かり

やすくまとめられており、生徒が話し合い活動等の学習のイメージがもちやすい。自ら問いを立て

る活動や問い合うことを楽しむ活動が用意されており、主体的・対話的に学習に取り組めるよう工

夫されている。 

教材に関して、現代的な課題については、生命の尊重に関する教材が１学期ごとに１つずつ、全

学年で位置付けられている。それぞれが様々なユニットに属しており、多面的・多角的に考えられ、

感動を覚えられるよう工夫されている。また、人間としての生き方を考える教材については、呵責

に悩み続けるプロのフォト・ジャーナリストの姿から、それについて考える教材を用意する等、生

徒が自らの将来に目を向け、よりよく生きることの価値や喜びを感じられるよう工夫されている。 
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■日本文教出版「中学道徳 あすを生きる １」「中学道徳 あすを生きる １ 道徳ノート」 

「中学道徳 あすを生きる ２」「中学道徳 あすを生きる ２ 道徳ノート」 

「中学道徳 あすを生きる ３」「中学道徳 あすを生きる ３ 道徳ノート」 

各学年巻頭の「道徳科での学びを始めよう！」では、漫画を用いて「気づく」、「考える・議論す

る・深める」、「見つめる・生かす」の学習の流れが示されているとともに、プレ授業をするミニ教

材が用意されており、生徒が道徳科の授業のイメージをもちやすい。また、各教材には主題名に加

え、登場人物の顔写真やイラストが提示されており、教材理解を助けている。教材末では、道徳的

価値に迫るための発問「考えてみよう」と、自己を見つめる発問「自分にプラスワン」の２問が設

定されるなど、生徒が段階的に考えを深められるよう工夫されている。 

問題解決的な学習や体験的な学習を設定する教材の後に、特設ページ「学びを深めよう」やコラ

ム「視野を広げて」が用意されるとともに、「学習を深めるヒント」で思考ツール等の話し合いを

深める手立てが掲載されるなど、生徒が多面的・多角的に考えを深められるよう工夫されており、

優れている。 

各教材末の「考えてみよう」、「自分にプラスワン」は、学習した内容を自分に対して問いかけ、

これからの生き方につながるような発問になっており、生徒が多様な視点から考えを深められるよ

う工夫されている。また、コラム「視野を広げて」や「学びを深めよう」のページが適宜配置され、

生徒の多様な見方・考え方を促し、より深く、視野を広げて考えられるよう、よく工夫されている。 

各学年巻頭の「道徳科での学びを始めよう！」では、学習の流れと共に、話し合い活動で大切に

したいことが示されており、生徒が主体的・対話的に学習に取り組めるよう工夫されている。 

教材に関して、現代的な課題については、いじめの未然防止が全学年で最も重要なテーマとして

設定されており、ユニット「いじめと向き合う」を、いじめ発生率が高い時期に配置している。登

場人物に自我関与しながら多面的・多角的に考えることができる教材もあり、爽やかな結末を示す

ことで感動を覚える工夫がされている。また、「よりよく生きる喜び」の内容項目について、実在

する人物の生き方から人間として生きる喜びや勇気について考えられるように工夫されているが、

人間の弱さや醜さについて考えるには身近ではなく、葛藤場面について考えられる工夫は弱い。 

 

■Gakken「新版 中学生の道徳 明日への扉 １」「新版 中学生の道徳 明日への扉 ２」 

「新版 中学生の道徳 明日への扉 ３」 

各学年巻頭の「道徳科で学ぶこと考えること」では、「考えを深める４つのステップ」として、

考える視点や話し合い活動、振り返り活動等についてイラストを用いて、分かりやすく示すなど、

生徒が道徳科の授業のイメージをもちやすく、また、主体的・対話的に学習に取り組めるよう構成

されている。さらに、各教材の冒頭に、主題名を示さない代わりに、生徒自らの気付きや考えを促

すキーフレーズが用意されており、学習に取り組みやすい。各教材末には「考えよう」として道徳

的価値に迫るための発問や、自己を見つめる発問等が２問設定されるなど、生徒が多様な視点から

段階的に考えを深め、これからの生き方につながるよう工夫されている。 

各学年で複数設定される「深めよう」のページでは、思考ツールや役割演技等の多様な活動が用

意されており、生徒が道徳的価値を理解できるよう工夫されている。また、教材理解を深める関連

資料や考えをさらに深める活動が掲載されている「クローズアップ」のページが適宜配置され、生

徒の多様な見方・考え方を促し、より深く、より視野を広げて考えられるようよく工夫されている。 

教材に関して、現代的な課題については、いのちの教育を最重点テーマとし、「生命の尊重」の
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内容項目について全学年で３つずつ教材を配当している。生命倫理について、漫画の教材を用いた

り、写真を挿入したりすることで主人公に自我関与しやすくするなど、「自分の命」だけでなく、

「他者の命」、「それらを支える様々な命」など、様々な観点を通して、多様な考えをもち、感動を

覚える工夫がされている。メンタルトレーニングや自己肯定感などの特設ページも併せ、生徒が自

他の生命を尊重し、他者とよりよく生きることについて考えられるよう工夫されている。また、人

間としての生き方を考える教材については、各学年で、「自己肯定感」、「認知バイアス」について

取り上げ、悩みや葛藤などの心の揺れ、人間関係の理解等、深く考えることができるよう工夫され

ている。 

 

■あかつき教育図書「中学生の道徳 １」「中学生の道徳 ２」「中学生の道徳 ３」 

各学年巻頭で、道徳科で考えること、話し合うことの意味が各学年別の生徒に宛てたメッセージ

と共に紹介されており、生徒が見通しをもって学習できるよう工夫されている。また、各学年の１

つ目の教材が、学年ごとのテーマについて考えられるものとなっており、１年間の学習の見通しを

もてる工夫がされている。各教材末には、吹き出しで「○○について考えよう」などと、視点も明

確に示された上で、学習を広げたり、自分を見つめたり、いろいろな見方で考えたり、考えを深め

たりする動機付けとなる問いが２問設定され、さらに、「自分との対話」という生き方を考える発

問も設定されているなど、生徒が考えを深められるよう工夫されている。 

各学年に３カ所設定されている「マイ・プラス」では、役割演技や問題解決的な学習、体験的な

学習を取り入れ、生徒が様々な立場で想像したり考えたりできるような問いが設定されており、多

様な指導方法を用いて、生徒が道徳的価値の理解を深められるよう、よく工夫されている。 

各教材末の発問「自分を見つめて考える」、「考えを深める」では、生徒が自分事として考えなが

ら、多様な視点から考えを深められるよう工夫されている。また補助発問「自分との対話」、コラ

ム「Thinking」や、多様な学習活動を提示する「マイ・プラス」のページが適宜配置され、生徒の

多様な見方・考え方を促し、より深く、より視野を広げて考えられるようよく工夫されている。 

各学年巻頭に、道徳科の授業の目的と共に、考え、話し合い、書く活動等を通して、自己理解を

深めていくことの大切さが分かりやすく解説されているなど、生徒が主体的・対話的な学習に取り

組めるよう構成されている。 

教材に関して、現代的な課題については、いじめ問題、情報モラル、共生社会、キャリア教育の

４つのテーマをユニット化し、生徒が発達段階に応じて重点的かつ多様な視点から考えられるよう

工夫されている。いじめ問題に関する教材では、いじめについて色々な学年の子どもが書いた詩を

基に、内容項目の４つの視点で考えてみるなど、多様な考えをもつことで心が揺さぶられるよう工

夫されている。また、人間としての生き方を考える教材については、よりよく生きる喜びに関する

教材が、各学年３つずつ用意されており、生徒にとって自我関与しやすく、心の中にある弱さや醜

さについて理解しやすい。そして、弱さを克服した主人公を取り上げた教材後の「Thinking」では、

生徒の心に響くような詩が用意されるなど、自分の生き方について深く考えられるようよく工夫が

されている。 

 

■日本教科書「道徳 中学１ 生き方から学ぶ」「道徳 中学２ 生き方を見つめる」 

「道徳 中学３ 生き方を創造する」 

 各学年の巻頭には、道徳科の学習のあり方が示されているが、１年生の巻頭では考え、議論する
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ことで道徳科の授業が進められることが解説され、２年生・３年生の巻頭では前学年の授業を振り

返る形で、道徳科の学習で大切にしたいことが示されていることで、生徒が学習のイメージをもっ

て、主体的・対話的な学習に取り組めるよう構成されている。短い教材も用意されており、生徒が

道徳科の授業のイメージをもちやすい。一方、各教材には、主題等が示されておらず、生徒が教材

の内容を捉えにくく、また、各教材末に、「考えよう」、「深めよう」という道徳的価値に迫るため

の発問が２問設定されているが、１問しか設定されていない教材もあるなど、生徒とって使いづら

く、段階的な学びの手立てとして弱い。 

問題解決的な学習や体験的な学習が設定された教材や、そうした学習へと誘導することを意図し

た教材が複数用意されているものの、具体的な学習の手立てが少なく、生徒にとって使いづらい。 

多様な見方や考え方を促すため、「希望」、「感謝」等の言葉とアイコンが印刷された「ウェルビ

ーイングカード」が用意されており、自分の考えを明確にして、どのような価値を大事にしている

のかを意識したり、それについて生徒同士で議論したりすることができるようよく工夫されている。 

教材に関して、現代的な課題については、全学年において、いじめの問題に向き合う直接的な教

材といじめにつながりかねない間接的な教材とが設定されており、生徒が多面的・多角的に考えら

れるよう配慮されていたり、いじめに関わる様々な立場の意見から考える教材では、多様な視点で

考え、心が揺さぶられるよう工夫されている。また、人間としての生き方を考える教材については、

先人・著名人の生き方から生きる勇気や知恵などを感じ、気高さだけでなく、人間の弱さ、醜さを

吐露する姿など、生きることの魅力やその意味の深さについて考える教材が数多く掲載されており、

生徒が悩みや葛藤、心の揺れなど人間としての生き方について深く考えられるよう工夫されている。 

 

※詳細の結果・データは、観点別資料及び観点別・視点別評価資料に記載。 
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特別の教科　道徳 観点別・視点別評価

東京書籍 教育出版 光村図書 日本文教出版 Gakken あかつき 日本教科書

1 適切なねらいの設定及びねらいに迫るための発問等の工夫 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ △

2 自己を見つめ、考えを深めることができるような振り返り活動やまとめの工夫 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ △

1 道徳的価値を広い視野から多面的・多角的に学ぶための工夫 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ △

2 主体的・対話的な学習に向けた言語活動の工夫 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 問題解決的な学習、体験的な学習等の多様な指導方法の工夫 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ △

1 多様で適切な挿絵や写真、イラスト等の充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

2 多様な見方・考え方ができるような工夫・配慮 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

3 ＩＣＴ機器を活用するなど、個別最適な学びと協働的な学びを展開するための工夫 ○ ○ ○ ○ ○ △ △

1 現代的な課題を題材とする教材の適切な取扱い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 現代的な課題に対して多様な考えをもち、感動を覚えるような工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 生命の尊さ、人間尊重の精神を培うための工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 法やきまりの意義、人間関係の理解や課題について深く考えられる工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

3 悩みや葛藤等、よりよく生きる喜びや勇気について深く考えられる工夫 ◎ ○ ○ △ ○ ◎ ○

1 教材の系統性・発展性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

2 他教科や教育課題等との関連 ○ ○ ○ ○ △ ○ △

3 他校種との連携 ○ ○ ○ ○ △ ○ △

4 家庭・地域との連携 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

1 文字や写真、図表等の適切さ、正確性、使いやすさ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ユニバーサルデザインの視点 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 装丁や編集の適切さ、堅牢性の工夫 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

4 用紙、インク等の環境面への配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3

　教材に応じて、読み物資料に加え、多様で適切な挿絵や写真等が
豊富に用いられるとともに、生徒が特定の見方や考え方に偏ることな
く、多様な見方や考え方ができるよう工夫・配慮がなされていること。
また、ＩＣＴ機器の活用も含め、個別最適な学びと協働的な学びを展
開しやすいよう工夫・配慮されていること。

7

　表記、表現、写真、図表等が適切かつ正確であることに加え、ユニ
バーサルデザインの観点から、文字フォント、色の使用、紙面の構成
等において見やすく読みやすいよう工夫・配慮がなされていること。
また、再生紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮が
なされていること。

4

　生命の尊厳、社会参画、自然、伝統と文化、先人の伝記、スポー
ツ、情報化への対応等の現代的な課題等を題材とし、生徒が物事に
対して多様な考えをもつことができたり、感動を覚えたりするよう工
夫・配慮がなされていること。

5

　生徒が人権の重要性を学び、また、道徳的な問題において、悩み
や葛藤等の心の揺れ、人間関係の理解等の課題も含め、深く考え、
人間としての生き方について考察できるなど、基本的人権の尊重の
精神及びよりよく生きる喜びや勇気をもてるよう、工夫・配慮がなされ
ていること。

6

　系統的・発展的に学習しやすい教材構成であることに加え、他教科
等の学習内容との関連や現代的な教育諸課題との関連が想起しや
すく、また他校種との接続や家庭・地域との連携についても工夫・配
慮がなされていること。

「◎」優れている　　　「○」標準的　　　「△」やや劣る

選定の視点選定の観点

1

　発達段階に即した学習のねらい・目標や適切な振り返り活動の設
定など、生徒が道徳的な成長を実感でき、道徳的な判断力、心情、
実践意欲と態度を身に付けられるよう工夫・配慮がなされているこ
と。

2

　道徳的価値について広い視野から多面的・多角的に考えられるよ
う、生徒が主体的・対話的に学習に取り組むための言語活動や問題
解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習等の多様な指導
方法が工夫され、「考え・議論する道徳」の学習活動が展開しやすい
こと。
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【特別の教科 道徳】観点別資料 

【選定の観点１】 

発達段階に即した学習のねらい・目標や適切な振り返り活動の設定など、生徒が道徳的な成長を実感でき、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を身に付けられるよ

う工夫・配慮がなされていること。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

○各学年の巻頭に漫画を用

いた実際の授業場面が紹介

されているのに加え、１つ目

の教材の最後には「学習の流

れ」として、その教材の発問

を取り入れながら具体的な

授業の流れのステップが示

されているため、生徒が道徳

科の授業の目的や流れを確

認し、自分の考えを深めるイ

メージをもちやすい。また、

各教材では、生徒に投げかけ

る表現でテーマが示される

とともに、各教材末には、中

心発問である「考えよう」、

「見つめよう」の２つの発問

と合わせて「ぐっと深めよ

う」が用意されるなど、考え

をより深められるようよく

工夫されている。 

◯各教材に自分の考えや思

いを自由に記述する欄が用

意されている。また、各学年

の巻頭には、今の自分の気持

ちを書き留めておく記述欄

が、巻末には、学期毎の自分

の学びを振り返るための記

述欄が特設ページに用意さ

れるなど、話し合い活動、振

り返り活動等で幅広く活用

でき、工夫されている。 

◯各学年巻頭の「さあ、道徳

を始めよう！」では「問題に

気づく」、「考え、話し合う」、

「深める」、「つなぐ」の４つ

の学習の流れが示されてお

り、生徒が道徳科の授業のイ

メージをもちやすい。また、

各教材の冒頭に、学習のねら

いの意識付けを行うための

導入文が疑問文の形で示さ

れるとともに、各教材末の

「学びの道しるべ」には、道

徳的価値の理解を深め、自己

を見つめる発問が３問用意

されており、導入文と併せて

連携させることで、生徒が考

えの変化を実感しやすく、段

階的に考えを深められるよ

う構成されている。 

◯各学年の巻末には、学期毎

の学びを振り返るための特

設ページが用意されており、

生徒が自らの成長を実感し

やすい。また、各学年の巻末

に「よりよく生きるって、ど

ういうことだろう？」という

３学年統一のページが用意

され、３年間でどのように生

徒の考えが変化したのかが

分かるようよく工夫されて

いる。  

◯各学年の１つ目の教材「道

徳の学習を始めよう」と２つ

目の教材「道徳で大切にした

いこと」では、道徳科での学

習方法や考えの深め方が示

されており、自分の考えを深

める手立てとなるよう工夫

されている。また、題材の最

初に内容項目が提示され、各

教材に関する発問の後には、

「見方を変えて（多面的・多

角的な見方・考え方）」、「つな

げよう（学びの広がり・深

化）」が、分かりやすく区別し

て設定されており、段階的に

考えを深められるようよく

工夫されている。 

◯各学年巻末に「１年間の学

びを振り返ろう」として、学

びを振り返り、自らの成長や

これからの生き方を見つめ

る教材と活動が用意されて

いる。また、巻末の折込資料

には、毎授業の学びをつなげ

て記録し、学期末や学年末に

振り返るシートに加え、１年

間の学習の始めと終わりに

記入して１年間の学びを振

り返る「まなびの記録」が用

意されるなど、工夫されてい

る。 

◯各学年巻頭の「道徳科での

学びを始めよう！」では、漫

画を用いて「気づく」、「考え

る・議論する・深める」、「見

つめる・生かす」の学習の流

れが示されているとともに、

プレ授業をするミニ教材が

用意されており、生徒が道徳

科の授業のイメージをもち

やすい。また、各教材には主

題名に加え、登場人物の顔写

真やイラストが提示されて

おり、教材理解を助けてい

る。教材末では、道徳的価値

に迫るための発問「考えてみ

よう」と、自己を見つめる発

問「自分にプラスワン」の２

問が設定されるなど、生徒が

段階的に考えを深められる

よう工夫されている。 

◯別冊「道徳ノート」の各学

年巻末には、「道徳科で学ん

だことを振り返ってみよう」

として、学期ごとに学んだこ

とを振り返る記録ページが

設けられており、毎授業の記

録欄と併せて、振り返り活動

等で幅広く活用できるよう

工夫されている。 

◯各学年巻頭の「道徳科で学

ぶこと考えること」では、イ

ラストを用いて「考えを深め

る４つのステップ」を紹介す

るなど、生徒が道徳科の授業

のイメージをもちやすい。ま

た、各教材の冒頭に、主題名

を示さない代わりに、生徒自

らの気付きや考えを促すキ

ーフレーズが用意されてお

り、学習に取り組みやすい。

各教材末には「考えよう」と

して道徳的価値に迫るため

の発問や自己を見つめる発

問等が２問設定されるなど、

生徒が段階的に考えを深め

られるよう工夫されている。 

○各教材に自由記述欄「メ

モ」が用意されている。また、

各学年の巻頭には、生徒が今

の自分のことを書く欄が、巻

末には、心に残ったことなど

１年を振り返って書き留め

ておける「未来への扉」や、

毎授業の学びをつなげて記

録し、学期末に振り返る「学

びの記録」が用意されるな

ど、事前学習、話し合い活動、

振り返り活動等で幅広く活

用でき、優れている。 

◯各学年巻頭で、道徳科で考

えること、話し合うことの意

味が各学年別の生徒に宛て

たメッセージと共に紹介さ

れており、生徒が見通しをも

って学習できるよう工夫さ

れている。また、各学年の１

つ目の教材が、学年ごとのテ

ーマについて考えられるも

のとなっており、１年間の学

習の見通しをもてる工夫が

されている。各教材末には、

吹き出しで「○○について考

えよう」などと、視点も明確

に示された上で、学習を広げ

たり、自分を見つめたり、い

ろいろな見方で考えたり、考

えを深めたりする動機付け

となる問いが２問設定され、

さらに、「自分との対話」とい

う生き方を考える発問も設

定されているなど、生徒が考

えを深められるよう工夫さ

れている。 

○各学年の巻末には、各学期

や１年間の振り返りを記入

するページが設けられてお

り、生徒が自らの成長を実感

しやすい。 

◯１年生の巻頭では考え、議

論することで道徳科の授業

が進められることを解説し、

２・３年生の巻頭では前学年

の授業を振り返る形で、道徳

科の学習で大切にしたいこ

とを示している。短い教材も

用意されており、生徒が道徳

科の授業のイメージをもち

やすい。一方、各教材には、

主題等が示されておらず、生

徒が教材の内容を捉えにく

く、また、各教材末に「考え

よう」、「深めよう」という道

徳的価値に迫るための発問

が２問設定されているが、１

問しか設定されていない教

材もあるなど、生徒にとって

使いづらく、段階的な学びの

手立てとして弱い。 

○各教材に自由記述欄が用

意されているが、生徒が１年

間の学習の振り返りができ

る構成がされていないため、

自らの成長を実感すること

が難しい。 
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【選定の観点２】 

 道徳的価値について広い視野から多面的・多角的に考えられるよう、生徒が主体的・対話的に学習に取り組むための言語活動や問題解決的な学習、道徳的行為に関する

体験的な学習等の多様な指導方法が工夫され、「考え・議論する道徳」の学習活動が展開しやすいこと。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

○各教材には学習テーマが

示されており、また、複数の

教材では主題に関連する１

コマ漫画が掲載されるなど、

導入で主題が捉えやすい。ま

た、中心発問等と関連させて

終末の振り返りで活用する

ことで、多面的・多角的な学

習が促されるようよく工夫

されている。 

○「心情円」が用意されてお

り、自分の考えを表し、対話

する活動につなげられるよ

う工夫されている。また全学

年で、コラム「探究の対話ｐ

４ｃ」が掲載されていたり、

教材「道徳×防災」では、立

場を分けて議論する活動が

設定されるなど、「考え・議論

する道徳」の学習活動が展開

しやすいようよく工夫され

ている。 

○各学年に、２時間連続した

問題解決的な学習や、役割演

技等の体験的な学習を行う

「plus」が複数用意されてい

る。役割を演じて考えを伝え

合うだけでなく、それぞれの

立場で問題解決的に考える

ことで深い学びへと向かえ

るよう、よく工夫されてい

る。 

○各教材末の「学びの道しる

べ」では、３段階の発問が設

定されており、教材の冒頭の

導入文とあわせて自己を見

つめたり、自我関与を促した

り、グループ活動や意見交

換、話し合い活動を取り入れ

たりするなど、生徒が多面

的・多角的に学びを広げられ

るよう工夫されている。 

○各学年巻頭の「さあ、道徳

を始めよう！」では、学習の

流れと共に、生徒が意見を出

し合うイラストが掲載され

るなど、他者との話し合いの

中で自分の考えを深めるこ

とがイメージでき、生徒が主

体的・対話的に学習に取り組

めるよう工夫されている。 

○各学年に、問題解決的な学

習や、「やってみよう」では話

し合い活動や役割演技等、体

験的な学習が複数設けられ

ており、生徒が日常の体験を

想起しながら、多様な指導方

法を用いて、考えを深められ

るよう工夫されている。 

 

 

○各教材の「手引き」におい

て、学習のめあてや複数の発

問が示されており、まとめ活

動も設定されている。また、

「見方を変えて」、「つなげよ

う」として、切り口を変えた

問いや他教科・教材等との関

連が示されるなど、生徒が多

面的・多角的に学びを広げら

れるようよく工夫されてい

る。 

○各学年の１つ目の教材「道

徳の学習を始めよう」では、

他者と学ぶことの大切さに

ついて分かりやすくまとめ

られており、生徒が話し合い

活動等の学習のイメージが

もちやすい。自ら問いを立て

る活動や問い合うことを楽

しむ活動が用意されており、

主体的・対話的に学習に取り

組めるよう工夫されている。 

○各教材の「手引き」のうち、

問題解決的な学習や役割演

技を促す「チャレンジ」が複

数用意されている。「演じて

考えよう」の手引きでは、吹

き出しの空欄に言葉を入れ

て演技をすることで、気持ち

を考えることを通して生き

方を考えられるよう、工夫さ

れている。 

○各教材に「考えてみよう」

「自分にプラスワン」という

２つの活動・発問が設けられ

ているだけでなく、「学びを

深めるヒント」として、思考

ツールを使うことで道徳的

価値を多面的・多角的に学

び、考えを深められるようよ

く工夫されている。 

○各学年巻頭の「道徳科での

学びを始めよう！」では、道

徳科の学習の流れや話し合

い活動で大切にしたいこと

が示されており、生徒が主体

的・対話的に学習に取り組め

るよう工夫されている。 

○問題解決的な学習や体験

的な学習を設定する教材の

後に、特設ページ「学びを深

めよう」やコラム「視野を広

げて」が用意されるととも

に、「学習を深めるヒント」で

思考ツール等の話し合いを

深める手立てが掲載される

など、多様な活動によって生

徒が考えを深められるよう

工夫されており、優れてい

る。 

○教材に適宜設定されてい

る特設ページ「クローズアッ

プ」では、教材理解を深める

関連資料や、異なる視点から

考える手立てとなる複数の

関連資料等が用意されてお

り、生徒が多面的・多角的に

学びを広げられるよう工夫

されている。 

○各学年巻頭に、考える方法

や「考えを深める４つのステ

ップ」として、考える視点や

話し合い活動、振り返り活動

等についてイラストを用い

て、分かりやすく示してお

り、生徒が主体的・対話的に

学習に取り組めるよう構成

されている。 

○各学年で複数設定される

「深めよう」のページでは、

思考ツールや役割演技等の

多様な活動が用意されてお

り、生徒が道徳的価値を理解

できるよう、工夫されてい

る。 

○各教材において、「自分を

見つめて考える（自我関与に

関する問い）」または、「いろ

いろな見方で考える（物事を

多面的・多角的に捉えるため

の問い）」の後に、「考えを深

める」で思考を促すことがで

きる問いが設定されている。

さらに、人間としての生き方

を考える発問「自分との対

話」では、自分自身や道徳的

価値について問い直す問い

も用意されるなど、よく工夫

されている。 

○各学年巻頭に、道徳科の授

業の目的と共に、考え、話し

合い、書く活動等を通して、

自己理解を深めていくこと

の大切さが分かりやすく解

説されているなど、生徒が主

体的・対話的な学習に取り組

めるよう構成されている。 

○各学年に３カ所設定され

ている「マイ・プラス」では、

役割演技や問題解決的な学

習、体験的な学習を取り入

れ、様々な立場で想像したり

考えたりできるような問い

が設定されており、多様な指

導方法を用いて、生徒が道徳

的価値の理解を深められる

ようよく工夫されている。 

○複数の人物がそれぞれの

立場で考えを述べ合う教材

が用意され、多面的・多角的

な思考が促されている。ま

た、各教材末に、生徒が考え、

議論するための発問が複数

設定されているが、用意され

る発問数が１つしかない教

材があり、発問内容も学びの

深まりにつながらないもの

が多いなど、手立てが弱い。 

○各学年巻頭に、道徳科の学

習のあり方が示されており、

生徒が学習のイメージをも

って、主体的・対話的な学習

に取り組めるよう構成され

ている。また、「希望」、「感謝」

等の言葉とアイコンが印刷

された「ウェルビーイングカ

ード」が用意されており、活

用することで、自分の考えを

明確にし、他者との話し合い

を促す工夫がされている。 

○問題解決的な学習や体験

的な学習が設定された教材

や、そうした学習へと誘導す

ることを意図した教材が複

数用意されているものの、具

体的な学習の手立てが少な

く、生徒にとって使いづら

い。 
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【選定の観点３】 

 教材に応じて、読み物資料に加え、多様で適切な挿絵や写真等が豊富に用いられるとともに、生徒が特定の見方や考え方に偏ることなく、多様な見方や考え方ができる

よう工夫・配慮がなされていること。また、ＩＣＴ機器の活用も含め、個別最適な学びと協働的な学びを展開しやすいよう工夫・配慮されていること。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

○表情豊かで、ダイナミック

な構成の写真やイラストが

豊富に用いられており、生徒

が人物の心情を捉えたり、教

材の内容理解を深めたりし

やすいよう工夫されている。 

○「plus」では、詩・歌、格

言等、教材に関連する資料等

が幅広く紹介されていると

ともに、「探究の対話ｐ４ｃ」

として、対話を通して他者と

問いを共有し、様々な視点か

ら考えを深めていく活動が

取り入れられるなど、工夫さ

れている。また、多様な見方

や考え方を促すため、同じ視

点の内容で異なる教材が連

続して複数配置されるなど、

生徒が幅広い視野から、より

深く考えられるようよく工

夫されている。 

○各学年の巻頭「デジタルコ

ンテンツで学びを広げよう」

では、ＩＣＴ機器を活用して

個別最適な学びと協働的な

学びができるよう示されて

いる。 

 

○大きめの挿絵に加え、写真

やイラストも適切な分量で

ある。また、余白を調整する

ことで、見やすい紙面となる

よう工夫されている。 

○本教材と同じ内容項目を

異なる視点から扱う読み物

資料など、補充教材が各学年

に５本用意されている。ま

た、現代的な課題をテーマと

するコラム「ひろば」が適宜

配置されているなど、生徒の

多様な見方や考え方を促し、

より深く考えられるよう工

夫されている。 

○各学年の巻頭の「さあ、道

徳を始めよう！」の「道徳科

の学びをもっとひろげよう」

では、学習者用端末を活用し

て考えを整理したり、共有し

たりすることが示されてお

り、ＩＣＴ機器の活用に配慮

されている。また、学びを振

り返って自分の考えをまと

める際の方法として、文章以

外にも図や絵での表現につ

いて示したり、多様な考えを

交流し合う話し合いのポイ

ントを示したりするなど、個

別最適な学びと協働的な学

びに資するよう工夫されて

いる。 

○生徒の興味・関心を喚起す

る漫画形式の教材や新聞記

事、絵本を転写した教材や、

親しみを感じるイラスト等

を用いることで、学習に取り

組みやすいよう工夫されて

いる。 

○各教材の発問「見方を変え

て」、「つなげよう」では、他

教材との比較・関連といった

アプローチから学習した内

容を多面的に考察すること

が提案されている。また、「ま

なびをプラス」では、現代的

な課題について学びを広げ

る教材が用意されているな

ど、生徒の多様な見方や考え

方を促し、より深く考えられ

るようよく工夫されている。 

○各学年の巻頭「本書で学ぶ

皆さんへ」では、端末を使用

することで情報収集ができ

たり、自分の考えをまとめ、

表現したり、他者と考えを共

有することで新たな気付き

が得られることなどが示さ

れており、ＩＣＴ機器を活用

した個別最適な学びと協働

的な学びが意識されている。 

 

○教材理解をより促すため

に、教材に対する挿絵や写真

が豊富である。また、教材や

内容ごとに色を使い分けた

り、別冊ノートの各欄には、

本冊教材と同じ挿絵や写真

を掲載したりすることで、生

徒が本文の内容を想起でき

るよう工夫されている。 
○各教材末の「考えてみよ

う」、「自分にプラスワン」は、

学習した内容を自分に対し

て問いかけ、これからの生き

方につながるような発問に

なっており、生徒が多様な視

点から考えを深められるよ

う工夫されている。また、コ

ラム「視野を広げて」や「学

びを深めよう」のページが適

宜配置され、生徒の多様な見

方・考え方を促し、より深く、

視野を広げて考えられるよ

うよく工夫されている。 
○端末を使用する生徒のイ

ラストが掲載されていたり、

「学びを深めるヒント」のペ

ージでは端末上の付箋機能

を使って意見を整理しなが

ら話し合う活動が例示され

るなど、ＩＣＴ機器の利用に

ついて配慮されている。 

○教材に応じた絵画的な挿

絵や漫画風の挿絵を使用し

ており、教材の展開や人物の

心情などを捉えやすいよう

構成されてる。また、教材や

内容ごとに色を使い分け、生

徒が教材の内容理解を深め

られるよう工夫されている。 
○各教材末の「考えよう」で

は、生徒が多様な視点から考

えを深め、これからの生き方

につなげられるような発問

が掲載されており工夫され

ている。また、関連資料や考

えをさらに深める活動が提

示されている「クローズアッ

プ」や「深めよう」というペ

ージが適宜配置され、生徒の

多様な見方・考え方を促し、

より深く、より視野を広げて

考えられるようよく工夫さ

れている。 
○各学年の巻頭の「道徳科で

学ぶこと考えること」や「深

めよう」では、意見の共有や

情報収集等、ＩＣＴ機器等の

活用方法が示されており、個

別最適な学びや協働的な学

びを展開できるよう工夫さ

れている。 

○教材に対する挿絵や写真

が豊富であり、また、教材や

内容ごとに色を使い分けた

り、文字サイズを変えたりと

生徒が教材の内容理解を深

められるよう工夫されてい

る。  
○各教材末の発問「自分を見

つめて考える」、「考えを深め

る」では、生徒が自分事とし

て考えながら、多様な視点か

ら考えを深められるよう工

夫されている。また補助発問

「自分との対話」、コラム

「Thinking」や、多様な学習

活動を提示する「マイプラ

ス」のページが適宜配置さ

れ、生徒の多様な見方・考え

方を促し、より深く、より視

野を広げて考えられるよう

よく工夫されている。 
○ＩＣＴ機器を利用した話

し合い活動等が示されてい

ない。 

 

○教材に応じた絵画的な挿

絵や漫画風の挿絵を使用し

ており、教材の展開や人物の

心情などを捉えやすいよう

構成されている。また、事実

を伝えるために、効果的に写

真と挿絵を併用した構成に

なっており、工夫されてい

る。しかし、画素数が粗く、

見づらい写真やイラストが

複数ある。 
○多様な見方や考え方を促

すため、「ウェルビーイング

カード」が用意されており、

どのような価値を大事にし

ているのかを意識したり、そ

れについて生徒同士で議論

したりすることができるよ

うよく工夫されている。 
○ＩＣＴ機器を利用した話

し合い活動等が示されてい

ない。 
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【選定の観点４】 

 生命の尊厳、社会参画、自然、伝統と文化、先人の伝記、スポーツ、情報化への対応等の現代的な課題等を題材とし、生徒が物事に対して多様な考えをもつことができたり、感

動を覚えたりするよう工夫・配慮がなされていること。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

○いじめの防止、生命の尊

厳、自己肯定感、情報モラル、

防災や安全、伝統文化、先人

の伝記、国際理解、ＳＤＧｓ

等、様々なテーマがバランス

よく設定されており、生徒が

多様に考えを深められるよ

う工夫されている。 

○現代的な課題に関する教

材について、ユニット「いじ

めのない世界へ」と「いのち

を考える」を全学年に設けて

いる。イラスト・読み物・漫

画教材を通して生徒が多面

的・多角的に考えられるよう

に工夫されている。「いのち

を考える」のユニットでは、

いのちについて多様な考え

をもてるように３つの教材

を配置しており、読み物資料

「plus」等も含め、全体とし

て感動を覚えるような工夫

がされている。 

○いじめの防止、生命の尊

厳、情報モラル、防災や安全、

伝統文化、先人の伝記、スポ

ーツ、ＳＤＧｓ、多様性の尊

重等、様々なテーマがバラン

スよく設定されており、生徒

が多様に考えを深められる

よう工夫されている。 

○現代的な課題に関する教

材について、「いじめをなく

そう」、「いのちをかがやかせ

る」をテーマとし、複数の教

材とコラム「ひろば」を組み

合わせたユニットを設定し

ている。「いのちをかがやか

せる」のユニットでは、生徒

が問題の本質について多面

的・多角的に考えを深める中

で、感動を覚えられるように

工夫されている。 

○生命の尊重、ジェンダー、

いじめ問題、情報モラル、伝

統文化、国際理解、環境教育、

キャリア教育、防災や安全

等、様々なテーマがバランス

よく設定されており、生徒が

多様に考えを深められるよ

う工夫されている。 

○現代的な課題のうち、生命

の尊重に関する教材が１学

期ごとに１つずつ、全学年で

位置付けられている。それぞ

れが様々なユニットに属し

ており、多面的・多角的に考

えられ、感動を覚えられるよ

う工夫されている。 

○いじめの防止、安全の確

保、情報モラル、生命倫理、

ＳＤＧｓ、キャリア教育、伝

統文化、国際理解等、様々な

テーマがバランスよく設定

されており、生徒が多様に考

えを深められるよう工夫さ

れている。 

○現代的な課題に関する教

材について、いじめの未然防

止が全学年で最も重要なテ

ーマとして設定されており、

ユニット「いじめと向き合

う」を、いじめ発生率が高い

時期に配置している。登場人

物に自我関与しながら多面

的・多角的に考えることがで

きる教材もあり、爽やかな結

末を示すことで感動を覚え

る工夫がされている。 

○人権・福祉教育、法教育、

キャリア教育、生命倫理、食

育、防災教育、スポーツ等、

様々なテーマがバランスよ

く設定されており、生徒が多

様に考えを深められるよう

工夫されている。 

○現代的な課題に関する教

材について、いのちの教育を

最重点テーマとし、「生命の

尊重」の内容項目について全

学年で３つずつ教材を配当

している。生命倫理につい

て、漫画の教材を用いたり、

写真を挿入したりすること

で主人公に自我関与しやす

くするなど、多様な考えをも

ち、感動を覚える工夫がされ

ている。 

○いじめ防止、生命の尊重、

情報モラル、共生社会、国際

理解、キャリア教育、伝統文

化、防災、環境、スポーツ等、

様々なテーマがバランスよ

く設定されており、生徒が多

様に考えを深められるよう

工夫されている。 

○現代的な課題に関する教

材について、いじめ問題、情

報モラル、共生社会、キャリ

ア教育の４つのテーマをユ

ニット化し、生徒が発達段階

に応じて重点的かつ多様な

視点から考えられるよう工

夫されている。いじめ問題に

関する教材では、いじめにつ

いて色々な学年の子どもが

書いた詩を基に、内容項目の

４つの視点で考えてみるな

ど、多様な考えをもつことで

心が揺さぶられるよう工夫

されている。 

○いじめ防止、人権・福祉・

ジェンダー、情報モラル、キ

ャリア形成、生命の尊重、国

際理解、環境等、様々なテー

マがバランスよく設定され

ており、生徒が多様に考えを

深められるよう工夫されて

いる。 

○現代的な課題に関する教

材について、全学年におい

て、いじめの問題に向き合う

直接的な教材といじめにつ

ながりかねない間接的な教

材とが設定されており、生徒

が多面的・多角的に考えられ

るよう配慮されている。ま

た、いじめに関わる様々な立

場の意見から考える教材で

は、多様な視点で考え、心が

揺さぶられるよう工夫され

ている。 
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【選定の観点５】 

 生徒が人権の重要性を学び、また、道徳的な問題において、悩みや葛藤等の心の揺れ、人間関係の理解等の課題も含め、深く考え、人間としての生き方について考察で

きるなど、基本的人権の尊重の精神及びよりよく生きる喜びや勇気をもてるよう、工夫・配慮がなされていること。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

○全学年を通して、人権尊重

について認識を深め、多様性

を尊重する態度を養う教材

が充実しており、様々な人の

考えを知ることで自己肯定

感の向上を図り、誰もが活躍

できる社会の創造について

考え、また、人権・福祉の合

理的配慮に関わる社会の

様々な取組から、生徒がそれ

ぞれの個性や立場を尊重す

る寛容の精神を身に付け、人

権尊重の態度を養えるよう

工夫されている。 

○電車内でのトラブルに対

して、当事者やそこに居合わ

せた人間の対応について考

える教材などで、役割演技を

設定し、様々な立場で考えを

深められるよう工夫されて

いる。 

○お釣りの間違いを指摘し

なかったときなど、身近な場

面設定で自分を振り返った

後、別の教材につなぎ、ねら

いをより深められるよう学

習の流れが工夫されるなど、

生徒が人間の弱さや醜さに

向き合い、よりよく生きるこ

とについて、重層的に考えら

れるようよく工夫されてい

る。 

○全学年を通して、人間尊重

の精神と生命に対する畏敬

の念を培うことができる教

材が重点的に配置されてい

る。生徒の心を揺さぶる、優

れた数多くの教材が体系的

に配列されており、よりよく

生きることや人間の気高さ

について考えを深められる

よう工夫されている。 

○宿泊学習でのお菓子の持

参について議論する教材や、

ＳＮＳの投稿ややり取りを

想定して、ルールとマナーの

違いと必要性について考え

る教材など、身近な題材で、

きまりの意義について議論

できるよう、工夫されてい

る。 

○亡くなった父が子どもに

残した手紙を題材にした教

材や、震災からの復興をテー

マにした教材、震災で母を亡

くした少女が強く生きよう

とする姿から悩みを乗り越

えた先にある、よりよく生き

る喜びについて考える教材

等が配置されるなど、生徒が

人間としての生き方につい

て深く考えられるよう工夫

されている。 

○全学年を通して、自他の人

権を尊重し、人権に関する知

識と人権を守る感覚を育む

心の育成に重点が置かれて

いる。３年生の教材では、人

種等による差別や偏見を取

り上げた教材と資料を組み

合わせて複数時間取り組め

るよう配列することで、生徒

が生命の尊さ、人間尊重の精

神について深く考えられる

よう工夫されている。 

○みんなが納得できるルー

ルについて考える教材の後

に、納得のいかない暗黙のル

ールについて考える教材を

つなげるなど、ルールの意義

について深く考えられるよ

う工夫されている。 

○呵責に悩み続けるプロの

フォト・ジャーナリストの姿

から、人間としての生き方に

ついて考える教材を掲載す

るなど、生徒が自らの将来に

目を向け、よりよく生きるこ

との価値や喜びを感じられ

るよう工夫されている。 

○全学年を通して、人権尊重

の精神と生命の尊重を基本

に、よりよい社会の実現につ

いて考えられるよう構成さ

れており、関連する教材やコ

ラムをユニット化するなど、

生徒が自他の権利の尊重と

義務を果たす大切さについ

て重点的に学習し、考えを深

められるよう工夫されてい

る。中でも、いじめに関する

教材を複数掲載し、長期休み

明けに学習できるよう工夫

されている。 

○著作権や肖像権について

考える教材や、鳥取砂丘を守

り育てる条例について考え

る教材、交通規則について考

える教材など、ニュース等で

触れる身近なものを取り上

げ、きまりについて議論しや

いよう工夫がされている。 

○「よりよく生きる喜び」の

内容項目について、実在する

人物の生き方から人間とし

て生きる喜びや勇気につい

て考えられるように工夫さ

れているが、人間の弱さや醜

さについて考えるには身近

ではなく、葛藤場面について

考えられる工夫は弱い。 

○いのちの教育を全学年の

重点テーマに掲げており、

「自分の命」だけでなく、「他

者の命」、「それらを支える

様々な命」など様々な観点を

通して考え、また、メンタル

トレーニングや自己肯定感

などの特設ページも併せ、生

徒が自他の生命を尊重し、他

者と共によりよく生きるこ

とについて考えられるよう

工夫されている。 

○法やきまりについて、対立

する意見を提示するなど、

様々な観点から考えを深め

ることができる教材を用意

しており、人間関係の理解や

課題について考えられる工

夫がされている。 

○各学年で、「自己肯定感」、

「認知バイアス」について取

り上げ、悩みや葛藤などの心

の揺れ、人間関係の理解等、

深く考えることができるよ

う工夫されている。 

○全学年を通して、生命の尊

重、基本的人権、思いやりの

心など、生徒の人格の内面的

な充実が図れるよう教材や

発問が吟味・配慮されてい

る。また、心揺さぶる感動教

材が多数掲載されており、生

徒がより深く、多面的に道徳

的価値について考えられる

よう工夫されている。 

○遵法精神の基盤となる「公

徳心」に関わる教材が多く取

り扱われ、生徒にとって身近

に感じて考えられるよう工

夫されている。また、

「Thinking」では教材内容と

逆の事象を掲載することで、

人間関係の理解や課題につ

いて深く考えられるよう、よ

く工夫されている。 

○よりよく生きる喜びに関

する教材が、各学年３つずつ

用意されており、生徒にとっ

て自我関与しやすく、心の中

にある弱さや醜さについて

理解しやすい。また、弱さを

克服した主人公を取り上げ

た教材後の「Thinking」では、

生徒の心に響くような詩が

用意されるなど、自分の生き

方について深く考えられる

ようよく工夫がされている。 

○全学年を通して、多様な個

性をもつ人間として生徒が

社会において自立して生き

ていくために、自己の判断の

基盤となる道徳的価値観を

形成するため、一人一人のキ

ャリア形成と自己実現の学

習と関連した教材や、人権、

障害者理解、福祉、人間関係

に係る教材の体系的な配列

が工夫されている。 

○３年生で立法者としての

視点でＳＮＳの誹謗中傷と

それに係る法案について、賛

成派と反対派の意見を考え

ることで、深く考えられる工

夫がされている。また、自我

関与しやすく、生徒の心が揺

れる教材が扱われ、自分事と

して考えられる工夫がされ

ている。 

○先人・著名人の生き方から

生きる勇気や知恵などを感

じ、気高さだけでなく、人間

の弱さ、醜さを吐露する姿な

ど、生きることの魅力やその

意味の深さについて考える

教材が数多く掲載されてお

り、生徒が悩みや葛藤、心の

揺れなど人間としての生き

方について深く考えられる

よう工夫されている。 
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【選定の観点６－１】 

 系統的・発展的に学習しやすい教材構成であることに加え、他教科等の学習内容との関連や現代的な教育諸課題との関連が想起しやすく、また他校種との接続や家庭・

地域との連携についても工夫・配慮がなされていること。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

◯学習指導要領総則に示さ

れた指導内容の重点化を踏

まえた内容項目を扱う教材

を各学年で複数設定してお

り、生徒の発達段階や学校の

年間行事などを踏まえた教

材配列で、系統的に学習が展

開できるよう工夫されてい

る。 

◯社会科、理科、保健体育科、

技術・家庭科と関連がある教

材が多い。「plus」ではソーシ

ャルスキルなどが取り上げ

られており、特別活動との接

続を図ることができる。ま

た、各教科等と関連する教材

については、教科マークを教

材冒頭に付すことで、生徒が

他教科の学習内容との関連

が想起しやすいよう工夫さ

れている。また、巻末の「テ

ーマでふり返ろう」で、各教

材と現代的な課題との関連

を示すとともに、「教材一覧

表」で関係する主なテーマが

記載されている。 

 

◯全学年を通して取り組み

やすさを重視しており、生徒

が無理なく学習できるよう、

短い教材や内容が見てすぐ

に分かる教材を積極的に掲

載しており、考え、議論する

時間が十分に取れるよう配

慮されている。 

◯国語、社会科、理科、保健

体育科、技術・家庭科、特別

活動、総合的な学習の時間と

関連がある教材が多い。ま

た、巻末の「内容項目別教材

一覧表」で、各教材と他教科

等との関連を示しており、学

校教育全体を通じて行う道

徳教育の要として連携が取

りやすくなっている。さら

に、巻頭の「この教科書で学

べるテーマ」で、各教材と現

代的な課題との関連が示さ

れている。 

◯学校生活の実態と生徒の

成長を考慮して、複数の教材

をまとめたユニットで全教

材が分けられており、内容項

目は緩やかに関わり合いな

がら学びがつながるように

配列が工夫されている。 

◯国語、社会科、理科、保健

体育科、技術・家庭科、特別

活動、総合的な学習の時間と

関連がある教材が多い。巻末

の「この教科書が目ざした○

年生の姿」では、各教材と他

教科等との関連が示されて

おり、また、巻末の「教材別

テーマ一覧」では、色別に分

けられた見出しで、教材と現

代的な課題との関連が示さ

れている。 

 

○生徒の発達段階や学校の

年間行事などを踏まえた教

材配列や複数教材を組み合

わせたユニットを構成する

教材配列で、系統的に学習が

展開できるよう工夫されて

いる。 
○社会科、理科、保健体育科、

特別活動との関連が多い。ま

た、巻末の「内容項目別教材

一覧」に他教科等との関連が

示されており、生徒が他教科

等の学習内容や現代的な課

題との関連が想起しやすい。

また、２年生では職場体験学

習に関連した教材やコラム

を複数配置する等、特別活動

等での多様な体験活動を生

かした道徳科の授業が実施

できるように工夫されてい

る。 

○生徒の発達段階や学校の

年間行事などを踏まえた教

材配列や複数教材を組み合

わせたユニットを構成する

教材配列で、系統的に学習が

展開できるように工夫され

ている。 
○現代的な教育諸課題等と

の関連については、各教材の

題名下にマークで示され、見

やすく構成されている。一

方、他教科との関連について

明示されておらず、分かりづ

らい。 
 

 

 

 
 

○生徒の発達段階や学校の

年間行事などを踏まえた教

材配列や複数教材を組み合

わせたユニットを構成する

教材配列で、系統的に学習が

展開できるように工夫され

ている。 
○国語科、社会科、理科、保

健体育科、特別活動との関連

が多い。また、巻末の「内容

一覧」に他教科等との関連が

示されており、生徒が他教科

等の学習内容や現代的な課

題との関連が想起しやすい。 
 
 
 

○教材は内容項目の順に並

べられており、年間の流れや

生徒の成長過程を踏まえた

配列や教材間のつながりを

意識した配列とはなってお

らず、使いづらい。 
○現代的な教育諸課題等と

の関連ページは、各テーマ

で、見やすく構成されてい

る。一方、他教科との関連が

明示されておらず、関連を図

りづらい。 
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【選定の観点６－２】 

 系統的・発展的に学習しやすい教材構成であることに加え、他教科等の学習内容との関連や現代的な教育諸課題との関連が想起しやすく、また他校種との接続や家庭・

地域との連携についても工夫・配慮がなされていること。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

◯全学年に小学校の道徳で

なじみのある教材を配置し、

小学校での学習教材を想起

しながら道徳的価値につい

て考えることができるよう

配慮されている。特に３年生

の教材の最後には、「近くの

小学校の児童と一緒に、道徳

の授業に取り組んでみたよ」

という小中連携の視点で授

業の構成ができるよう工夫

されている。 

○家庭や地域に関する教材

に加え、裏表紙に掲載されて

いるメッセージ「保護者の皆

様へ」では、教科書の家庭で

の活用について示されてお

り、家庭、地域との連携が図

られている。 

◯各学年で小学校での経験

も想起しながら考える教材

が掲載されるなど、小学校か

らの連続性が意識されてお

り、スムーズな接続ができる

よう配慮されている。また、

３年生では、若者たちが実際

に地域の政治に参加してい

る事例を取り上げており、高

等学校公民科の「共生」や主

権者教育につなげられるよ

う配慮されている。 

○家庭や地域に関する教材

を通して、家庭、地域との連

携が図られている。一方、裏

表紙に「先生方・保護者の皆

様へ」としてこの教科書の仕

様について簡単に説明され

ているが、直接的なメッセー

ジはない。 

◯全学年、補充教材として、

小学校道徳の定番教材を掲

載しており、小学校での学び

と連携し、深い学びにつなが

るよう配慮されている。特に

１年生の始めには、進学して

間もない生徒が小学校との

学校生活の違いを考えられ

る教材が配されている。 

○３年間で 47 都道府県全て

に触れられているなど、家庭

や地域に関する教材に加え、

巻末の「先生方・保護者の

方々へ」や裏表紙の「保護者

の皆様へ」とするメッセージ

において、その学年で目指す

姿や家庭での活用について

示されており、学校、家庭と

の連携が図られている。 

○「であう」、「みつめる」、「ひ

らく」をテーマに小学校から

中学校、高校・社会人へと発

達段階を意識した他校種と

の連携が工夫されている。ま

た、３年生では、高校・社会

へとつながる社会参画をテ

ーマにする教材が多く配置

され、教材内容も工夫されて

いる。 
○家庭や地域に関する教材

に加え、裏表紙の裏には「先

生、保護者の方へ」とするメ

ッセージにおいて、どのよう

なことを学ぶのか示されて

おり、学校・家庭・地域の連

携が図られている。また、別

冊ノートの巻末の振り返り

記録ページに自由欄が設け

られており、保護者に記入を

依頼できるなど家庭との連

携が図られるよう配慮され

ている。 

○各学年巻末の「未来への

扉」のページでは、「○年後の

自分へメッセージ」という欄

が設けられており、高等学校

へのつながりが意識できる

よう工夫されている。一方

で、小学校との連携が意識さ

れた教材等は掲載されてい

ない。 

○家庭や地域に関する教材

に加え、裏表紙には「中学生

の学びを支える皆様へ」とす

るメッセージが掲載されて

いるなど、家庭、地域との連

携が図られている。 
 

○各学年の１つ目の教材で

は、「道徳 はじまりの時間」

として、今の自分を見つめ、

１年間の道徳科での学びの

指針になる内容を用意して

おり、小学校から中学校、高

校・社会人へと発達段階を意

識した内容となっており、他

校種との連携が工夫されて

いる。 
○３年間で 47 都道府県全て

に触れられているなど、家庭

や地域に関する教材に加え、

裏表紙の「保護者の皆様へ」

とするメッセージにおいて

家庭での活用について示さ

れており、家庭との連携が図

られている。 
 
 

○「キャリア形成」に関する

教材では、発達段階に考慮

し、１年生では「自己理解」、

２年生では「自己啓発」、３年

生では「自己実現」をテーマ

とした教材を主に採用して

おり、中学校３年間の連携が

意識されているが、他校種と

の連携を示す手立ては見ら

れない。 
○家庭や地域に関する教材

に加え、裏表紙の「保護者の

皆様へ」とするメッセージに

おいて家庭での活用につい

て示されており、家庭との連

携が図られている。 
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【選定の観点７】 

表記、表現、写真、図表等が適切かつ正確であることに加え、ユニバーサルデザインの観点から、文字フォント、色の使用、紙面の構成等において見やすく読みやすいよう工夫・

配慮がなされていること。また、再生紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされていること。 

発行者名 

２ 東書 １７ 教出 ３８ 光村 １１６ 日文 ２２４ Gakken ２３２ あかつき ２３３ 日科 

○横幅の広いＡＢ版で、文字

の大きさ、字間、行間も読み

やすいよう工夫されている。

また、既習漢字が使用され、

人名や特殊な漢字には、振り

仮名が付されている。 

○文字はユニバーサルデザ

インフォントが使用され、カ

ラーユニバーサルデザイン

にも配慮されている。 

○製本は堅牢で、十分な耐久

性を備えている。 

○再生紙と植物油インキが

使用されている。 

○Ｂ５版で、文字の大きさ、

字間、行間も読みやすいよう

工夫されている。また、既習

漢字が使用され、人名や特殊

な漢字には、振り仮名が付さ

れている。 

○文字はユニバーサルデザ

インフォントが使用され、カ

ラーユニバーサルデザイン

にも配慮されている。 

○製本は堅牢で、十分な耐久

性を備えている。 

○再生紙と植物油インキが

使用されている。 

○Ｂ５版よりも横幅が広く、

ＡＢ版よりもコンパクトな

Ｂ５変型版で、文字の大き

さ、字間、行間も読みやすい

よう工夫されている。また、

既習漢字が使用され、人名や

特殊な漢字には、振り仮名が

付されている。 

○文字はユニバーサルデザ

インフォントが使用され、カ

ラーユニバーサルデザイン

にも配慮されている。 

○製本は堅牢で、十分な耐久

性を備えている。 

○環境に配慮した紙と植物

油インキが使用されている。 

○Ｂ５版で、文字の大きさ、

字間、行間も読みやすいよう

工夫されている。また、既習

漢字が使用され、人名や特殊

な漢字には、振り仮名が付さ

れている。 

○文字はユニバーサルデザ

インフォントが使用され、カ

ラーユニバーサルデザイン

にも配慮されている。 

○製本は堅牢で、十分な耐久

性を備えている。別冊ノート

は左開き、本冊は右開きのた

め、使いにくい。 

○再生紙と植物油インキが

使用されている。 

○横幅の広いＡＢ版で、文字

の大きさ、字間、行間も読み

やすいよう工夫されている。

また、既習漢字が使用され、

人名や特殊な漢字には、振り

仮名が付されている。 

○文字はユニバーサルデザ

インフォントが使用され、カ

ラーユニバーサルデザイン

にも配慮されている。 

○製本は堅牢で、十分な耐久

性を備えている。 

○環境に配慮した紙とイン

キ、印刷方法が使用されてい

る。 

○Ｂ５版で、文字の大きさ、

字間、行間も読みやすいよう

工夫されている。また、既習

漢字が使用され、人名や特殊

な漢字には、振り仮名が付さ

れている。 

○文字はユニバーサルデザ

インフォントが使用され、カ

ラーユニバーサルデザイン

にも配慮されている。 

○製本は堅牢で、十分な耐久

性を備えている。 

○再生紙と植物油インキが

使用されている。 

○横幅の広いＡＢ版で、文字

の大きさ、字間、行間も読み

やすいよう工夫されている。

また、既習漢字が使用され、

人名や特殊な漢字には、振り

仮名が付されている。 

○文字はユニバーサルデザ

インフォントが使用され、カ

ラーユニバーサルデザイン

にも配慮されている。 

○製本は堅牢で、十分な耐久

性を備えている。 

○環境に配慮した紙と植物

油インキが使用されている。 
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